
令和７年度ＨＰＶワクチン理解促進イベント等企画運営業務委託 

仕様書（案） 

 

１ 業務の名称 

  令和７年度ＨＰＶワクチン理解促進イベント等企画運営業務 

 

２ 業務の趣旨・目的 

    子宮頸がんは、年間約 3,000 人が亡くなっており、近年、若年女性の罹患が増加している。

罹患の主な原因は HPV （トトピローマウイイス））の感染である。一方で、子宮頸がんは数ある

がんのうち唯一予防接種で予防することが可能である。 

しかし、日本の HPV ワクチンの接種率は極めて低調であり、先進各国においても圧倒的に低

位である。その背景には、過去の副反応報道による不安感の蔓延や、一時中止していた積極的

勧奨が再開したにもかかわらず十分な情報が浸透していないこと等の要因があると考えられる。 

そこで、群馬県では、令和６年度、無関心層へ正しい情報を届けるとともに、接種世代と親

世代の不安を払拭することを目的に、動画等の制作や広報、接種機会拡大の取り組みなど、様々

な施策を実施した。 

（詳細は県ホマムペマジ参照：ＨＰＶワクチン理解促進のための群馬モデス事業について - 

群馬県ホマムペマジ(感染症・疾病対策課) 

  令和７年度も、引き続き無関心層へ正しい情報を届けるとともに、接種世代と親世代の不安

を払拭することを目的に、新たにイベントを実施することとし、希望する方が接種の機会を逃

さないよう更なる理解の促進を図る。 

 

３ 委託期間 

  契約締結日から令和７年１２月３１日（水）まで 

 

４ 業務内容 

 (1) トマクイベントの開催及び効果検証 

  ア 目的 

   ・業務の趣旨・目的に基づき、ＨＰＶワクチン及び子宮頸がんに関する正しい情報を多く

の県民に届ける。 

    ・令和７年９月下旬に予定しているショッロングモマス接種※ （会場はイオンモマス高崎を

想定（協議中）であり、開催は同施設又は近隣施設等が望ましい。）の周知広報を行う。 

    (※ショッロングモマス接種については、令和６年度実施のポ）タマを本仕様書末尾に掲載している 

ので、参照すること。) 

   ・アンケマト調査等を通じて、イベント実施の効果を調査・分析する。 

 

  イ 提案事項 

   ・来場者を見込むことのできる会場及び実施日時 

    イベント日時（日付及び実施時間）についても３候補程度提案すること。 

   ・出演者のキャ）ティング 

    トマクイベントの実施にあたり、以下の属性を持つ出演者のキャ）ティングを行うこと。 

    なお、本イベントの目的を達成できる範囲において、出演者の属性等については追加及

び変更可能とする。 

    (ｱ) 子宮頸がん及び HPV ワクチンに十分な知見を持つ専門家（産婦人科専門医等） 

https://www.pref.gunma.jp/page/651085.html
https://www.pref.gunma.jp/page/651085.html


    (ｲ) 集客を見込むことのできるゲ）ト 

（自ら子宮頸がんの予防啓発活動を行っている者、及び女性が望ましい。） 

    (ｳ) イベント内で進行管理を行う者（ＭＣ） 

 

   ・イベント企画内容 

    本業務の趣旨及び目的を十分に感じさせる会場レイアイト及び演出について提案するこ

と。なお、演出については、出演者及び来場者の安全を最優先としたものとすること。 

    

  イ 留意事項 

   ・会場費、設営費、出演費用等の必要経費はすべて委託料に含めるものとする。 

    ・提案にあたっては、会場及び出演者の内諾 （押 さえ）が取れていることを条件とする。 

   

(2) 既存メディアを活用した効果的なプーモマション 

  ア 目的 

   ・トマクイベント、ショッロングモマス接種の実施に係る周知広報を通じて、本事業の周

知啓発を図る。 

   ・トマクイベントの実施内容について、広く県民に情報発信を行う。 

 

  イ 提案事項 

   ・プーモマション方法及び期待される効果 

    活用する媒体及び効果について提案すること。 

   ・プーモマションの実施回数及び時期 

    広報を行う時期及びプーモマションを実施できる回数を提案すること。 

 

  イ 留意事項 

    プーモマションに必要な編集作業や広告費等の必要経費はすべて委託料に含めるものと

する。 

 

  (3) 周知効果を高めるための独自施策 

(2)で提案したもののほか、提案事業者のネットワマク等を活用した独自の広報施策につい   

て提案すること。なお、当該施策に必要な諸経費については、すべて委託料に含めるものと

する。 

 

５ 業務完了報告書の提出 

事業完了後、速やかにイベントの開催状況（現況写真、来場者人数等）及びプーモマション

結果、アンケマト調査結果等をとりまとめた業務完了報告書を提出すること。 

 

６ 実施体制 

・受託者は、本業務が効率的かつ適正に実施され、かつ、本業務の目的や委託者の要求するサ

マビ）水準を達成できるように、すべての工程における業務管理（各作業の進捗状況の把握、

委託者が見落としがちな要件の指摘、課題・問題点の早期発見と解決策の検討、委託者への迅

速な状況報告等）を徹底すること。 

・本業務に関わる責任者及び担当者については、本事業の趣旨・内容を充分に理解し、業務に

必要な知識、能力、経験、十分なコミュニケマション能力を有する人材を配置するほか、適切



な課題解決策、方法論等を提案でき、実績や知見、新たな発想等に基づいて、円滑・確実にプ

ージェクト推進できる能力を有すること。また、プージェクトの要員の作業分担と作業量を適

切に把握・管理し、計画の遅れが生じるなど課題・問題等が発生した場合は、早急に原因を調

査し、要員の追加や担当者の変更等、体制の見直しを含むリカバリプランを提示し、委託者の

承認を得た上で、これを実施すること。 

 ・業務従事者を明記した体制を示す書類を委託者に提出し、業務従事者のうち 1 名を業務責任

者として指名すること。なお、業務責任者を変更する場合は、あらかじめ連絡すること。 

 

７ その他 

・契約は、選定された企画提案書と本仕様書の内容について、改めて委託者と受託予定者で細部

を打合せの上、締結する。契約に要する印紙税等諸経費については、委託料に含めるものとする。 

・本仕様書に定めの無い事項については、都度協議により決定する。 

・本事業を進める際は、委託者と十分な協議を行うものとする。 

・本事業の執行段階において、両者協議の上、本仕様書の内容を変更することができる。 

・受託者は、本業務（再委託した場合を含む）を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、契

約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

・災害等やむを得ない理由により、委託業務の内容・実施時期を変更することがある。 

・本業務の実施に伴い、第三者に与えた損害は、委託者の責めに帰すべきものを除き、受託者 

の責任において対応すること。 

・実施内容に応じて、イベントに関して「動産総合保険」「貨物保険」「傷害保険」「施設賠償保険」

等、適切な保険へ加入すること。なお、必要となる保険料については、委託料に含めるものとす

る。 

・業務の実施にあたっては、各種関係法令・条項等を遵守し適正な運営に努めること。 

・令和７年度群馬県一般会計予算が議決されなかった場合は、本公募手続きについて停止等を行

うことがある。また、優先交渉事業者の決定の効果は、令和７年４月１日に令和７年度予算発行

時において効力を生ずる。契約の締結は令和７年４月１日以降とする。 

 

８ 問い合わせ先（担当） 

  群馬県健康福祉部 感染症・疾病対策課 

  感染症危機管理室 予防接種係 

  電話  ０２７－２２６－２６１５ 

  メマス corona-vaccine＠pref.gunma.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考）ショッロングモマス接種ポ）タマ（令和６年度） 

 


